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1は じめ に

1994年 に文 部 省 科 学 研 究 費 国際 学 術 研 究 の 一環 と して､ シベ リア 永 久 凍 土

の 形 成 に及 ぼす 気 候 変 動 の影 響 の 現 地 調 査 を実施 した｡ 本 研 究 は 1992年 度､ 1

993年 度 に も実施 し､ 関連 した年 代 測 定 につ い て は既 に報 告 した｡ (長 岡 ほ か

1994)｡ 本 報 告 は､ 昨 年 に 引 き続 い て東 シベ リア 北極 海 沿 岸 地 域 お よび コ リ

マ川 下 流 域 で の 地 下氷 (ェ ドマ ) の成 因 と形 成 年 代 に 関す る調 査 を実施 した｡

これ らの 地 下氷 に は 高 濃 度 の メ タ ンガ ス は含 有 され､ 近年 の 地 球 温 暖 化 傾 向

の も とで､ そ の 大 気 - の放 出 が果 たす 役 割 につ い て注 目 され て い る (福 田､ 1

993)｡ ま た この エ ドマ の形 成 環 境 につ い て は､ 年 代 情 報 や メ タ ンガ ス含 有 量

分 布､ 酸 素 同位 体 分布 な どか ら､ 最 終 氷 期 の 亜 間 氷 期 (3- 4万 年 前､ カル

ギ ンス キー 亜 間 氷 期 ) で あ る と推 定 され て い る｡ (Fukuda､ 1993)｡ 本 報 告

で は 1994年 7-9月 に 実 施 した 現 地 調 査 で採 取 した エ ドマ 中 の 有 機 物 年 代 測 定 結

果 とそ の持 つ 意 味 につ い て そ の概 要 を述 べ る｡

2調 査 地 域

前 回 報 告 した レナ川 デ ル タ地 域 (ブイ コ フ ス キー 半 島､ 北 緯 710 46′､ 東

経 1290 30′ ) か ら東 - 約 600km離 れ た 北極 海 に浮 かぶ 大 リヤ ホ ス キー 島 の 南

岸 (北 緯 730 19′ 51〝､ 東 経 1410 21′ 35〝 ) とそ の対 岸 の オ イ ヤ ゴス キー ヤ

ー ル (北 緯 720 40′ 34.5〝､ 東 経 1430 36′ 42〝)､ さ らに東 の コ リマ 川 下 流

の ドバ ニ ヤ ー ル (北 緯 680 37′ 48〝､ 東経 1590 10′ 34〝 ) の 3ヶ所 で あ る｡

以 上 の位 置 図 を 図 1､ 図 2に示 す｡ 地 質 学 的 に は､ 各 地 域 共 に第 四 紀 に属 す

る堆 積 物 (Q2- Q4) に厚 く覆 われ､ また 永 久凍 土 の厚 さは お お よそ 600-800

mに も連 す る｡ この堆 積 物 中 に は地 下氷 の集 積 (ェ ドマ ) が広 く分 布 す る こ

とが確 認 され て い る｡ 地 下 氷 の厚 み は50-30m で あ り､ これ を超 え る分 布 は な

い｡ ま た 露 頭 で の 産 状 や 特 徴 は相 互 に極 め て類 似 して お り､ あ る特 定 な環 境

で ま た あ る時 期 に集 中 して形 成 され た こ とが示唆 され て い る｡ (Kaplina&Lokin
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図 1東 シヘ◆1)7調 査 地 域 図

IJOadonMapofSuⅣeyedArea

1984)｡ 本 報 告 で は 以 前 の 報 告 以 降 新

た に得 られ た 地 下氷 (エ ドマ ) 層 の

炭 素 同位 体 年 代 測 定 結 果 とそ れ が 示

唆 す るエ ドマ の堆 積 時 期 につ い て 考

察 す る｡ 調 査 地 域 の 相 互 の 特 徴 は､

711イコフスキー半 島 とドハ11ニヤールが各 々 レナ

川､ コ リマ川 の 下 流 域 に あ る点､ 大

T)ヤフォスキー島 とそ の 対 岸 のオイヤ了 スキーヤール

は ヤ ナ川 とシ ン ジ ギル ガ 川 に挟 まれ

た 地 域 で あ る｡ す な わ ち大 河 川 の影

響 を直 接 受 け る地 域 と間 接 的 な影 響

地 域 に 2分 され る｡

図 2 調 査 地 域 拡 大 図 (レナ川か らインシ◆キ◆ルが 川 ま で )

EnlargedMapofSlmeyedArea(Lena,YanaandIngigirgaRivers)

711ィコフスキー半 島 (BykovskyP.)､ 大 リヤフォススキ-良 (BolishoiLhyavoskyls.)

オイヤコ1'スキーヤール (OiyagoskiiYar)
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3各 地 点 の エ ドマ 層 年 代 結 果

3. 1 ブ イ コ フ ス キー 半 島

この 地 点 で の年 代 測 定 結 果 に つ い て

前 報 (長 岡 ほ か 1994) で詳 細 に述 べ

た｡ 今 回 は 図 3の 柱 状 図 に示 した IC6

-IC8ま で の 3試 料 の 結 果 が付 け加 わ

っ た｡ 氷 の 間 に挟 まれ た 円柱 状 の凍

土堆 積 物 は､ 全 層 に わ た っ て有機 質

に 富 ん で い る｡ 堆 積 物 で は 下層 か ら

上 に 向 か っ て シル ト質 か ら砂 質 - と

漸 次 変 化 して お り､ レナ川 に よ る堆 積

環 境 の 変 化 を うか が わせ る｡ 既 に前

報 で述 べ た よ うに ⅠC2及 び ⅠC4の結 果

は､ エ ドマ 層 の 融 解 過 程 で､ 表 層 部

か ら崩 落 落 下 した 現 生 の植 生 で あ る｡

今 回 新 た に加 え た IC6-IC8で は年 代 測

定 結 果 に逆 転 が 現 れ て い る｡ 深 さ 10-

17m の 間 で の試 料 で推 定 年 代 は約 3

万年 と され て い た｡ 実 際 に は､ノ17m

深 さ IC8が 最 も若 く､ 9.5m深 さの IC6

が 古 くな っ て い た｡ そ の変 動 幅 は約 7

千 年 で あ る｡ 平 均 す る と､ この 間 の年

代 は約 24､000年 とな る｡ これ は以 前 の

結 果 (IC3-25､740± 1000yBP)とほ ぼ

等 しい｡ す な わ ちエ ドマ 層 中位 (約 15

m ) の 年 代 は 24､000-25､000yBPで あ
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植 生 中 の 直 根 性 の植 生 が か な りの長 さで
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図 3 7◆ィコフスキー半 島 エ ドマ

層 柱 状 図 と年 代 測 定

SedimentalPro丘leofEdomawith

14 cDatingResultsatBykovskyP.

有 機 層 に ま た が っ て い るた め で あ ろ う｡

今 後､ エ ドマ 有 機 層 の 年 代 測 定 で は､ 試 料 か ら極 端 に長 い根 を除 去 す る な ど

の 対 策 が 必 要 と され よ う｡ こ う した 7000年 程 度 の 逆 転 を考 慮 して も､ フ～ィコススキ

-半 島 の エ ドマ の 堆 積 時 期 は､ 下位 で 32､250±1030yBP､ 中位 が 24､000-25､00

0yBPとな っ た｡ 最 上 部 IClは上 部 の堆 積 物 の特 徴 や､ エ ドマ 表 層 部 に発 達 す る

泥 炭 層 に連 続 す る こ とな どか ら､ エ ドマ堆 積 時 とい うよ り､ そ の 後 の 浸 食 過
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程 の 年 代 を 示 す 可 能 性 が 高 い｡ Kaplinaら も 同 様 な 結 果 を レナ川 河 口 で 得 て い る｡

以 上 7寸ィコ7スキー半 島 の エ ドマ 層 の 年 代 は､ 下 層 は 3万 年 前 で 中 位 で 2万 4､5千

年 前 で あ る｡ これ は 後 述 す る他 の 地 点 の 場 合 よ り もや や 新 しい 年 代 とな る.

3. 2大 リ ヤ ホ フ ス キ ー 島 南 岸

北 極 海 の ノ ボ シ ビル ス キ ー

諸 島 (新 シヘヾ リア諸 島 ) の 南 端

に 位 置 す る 大 リ ヤ ホ フ ス キ

ー 島 の 南 海 岸 沿 い に は 写 真 1ー

の よ うな エ ドマ 層 が 連 続 して

露 出 して い る｡ 対 岸 の オ イ ヤ

ゴ ス キ ー ヤ ー ル と と も に､ 東

シヘltリアで エ ドマ 層 の 下 限 が 確 認

で き る 数 少 な い 場 所 で も あ る｡

エ ドマ 層 の 最 大 厚 み は 38m あ

写 真 1 →
1)ヤ1)ヤホフスキー島 の エ ドマ

EdomaLExposureatBiglhyavoskyIs.
Depth
(m)

り､ そ の 下 位 に は 氷 の 含 有 量

が 少 な い 粘 土 層 が 位 置 す る｡

エ ドマ 層 と の 境 界 に は 末 分 解 の 樹 木 片

を 多 数 含 む 層 が あ り､ か っ て の 温 暖 気

候 が あ っ た こ と を 示 唆 して い る｡ この

粘 土 層 は 最 終 氷 期 以 前 の 間 氷 期 (Mik-

ulmo間 氷 期 -Ris扉Wurm 間 氷 期 相 当 ) と

す る意 見 も あ る｡ (A.Arkhangdovに よ る

私 信 ) ｡ 更 に そ の 下 位 に は エ ドマ 層 と

類 似 した 氷 と有 機 物 の 少 な い 堆 積 層 と

つ な が る｡ 図 4 に 柱 状 図 と年 代 結 果 を

示 す｡ 堆 積 物 は フナィコフスキー半 島 と比 べ て

や や 細 粒 で､ シルト質 で あ る｡ 包 含 有 機 質

図 4 →
大 リヤホスキー島 の エ ドマ 柱 状 図 と年 代 結 果

SedimentalPro丘leofEdomaatBigLhyavoskyIs
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質 もや や 少 な い｡ ま た 明確 な泥炭 層 は 下位 と上位 に集 中 して い るo 最 上 部 の I

c9はエ ドマ 層 が 一 旦形 成停 止 後､ 熱 融 解 でや や 沈 下 した際 の ア ラス性 堆 積 で

あ ろ う｡ 直 接 エ ドマ の形 成 時 期 の最 終 期 を示 す もので は な い｡ 上位 で は年 代

は28､710yBPか ら34､210yBPに集 ま って い る｡ ま た年 代 の逆 転 も見 られ な い｡

20Tn以藻 で は 2サげ ルとも年 代 測 定 限界 以 上 を示 して い るo 図 3の7.1ィコフスキーと

比較 す る と､ 上位 で も年 代 は古 くな ってお り､ エ ドマ 層 の形 成 期 に相 違 の あ

る こ とが 分 か る｡

3. 3 オ イ ヤ ゴス キー ヤ ー ル

大 リヤホブスキー島 の対 岸 約 60km南 東 に は､

比 高 が約 40m の 平 坦 面 が広 が り､ 海岸

線 沿 い で段 丘崖 とな っ てい る｡ 多 くの

場 所 で エ ドマ層 が 露 出 してお り､ 地 下

氷 とそ の 中 に 円柱 状 の凍 土 を含 む構 造

は大 リヤホブスキー島 に類 似 して い る｡ 今 回 の

現 地 調 査 で も､ 厚 さ 38m以深 に明確 な

不整 合 は な い もの の､ 間氷 期 の堆 積 と思

われ る青灰 色粘 土層 が見 られ た｡ 従 って

この地 点 で もエ ドマ層 の下 限 を確 認 す る

こ とが 出来 た｡ 堆 積 物 は大 リヤホフスキー島 と同

じくシルト質 で あ り､ 明確 な 泥炭 層 を途 中 に

挟 ん で い る｡ 8m深 で は､ 有機 質 なシルト層

がや や 厚 い｡ 年 代 測 定 に は上位､ 12m深

及 び 下位 (約 19m深 ) の 3点 で採 取 した

泥 炭 層 を用 い た｡ 結 果 は図 5に示 す よ うに

最 上部 (IC15) で は 22､940±390yBPで､

他 はい ず れ も測 定 範 囲 を超 えてい た｡ 最

上 部 に は新 規 に貫 入 した′J､型 の氷 樫 が深 さ

2m程 度 に達 して形 成 され てい る｡ さ らに

平 坦 面 に はエ ドマ 層 の融解 に よ る地形 (ハ11ィ

シ～ヤーラーヒ) も形 成 され て い る｡ こ う した点 で
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食 で失 われ た もの と考 え られ る｡ そ こで､

表 層 部 近 くの IC15の年 代 は､ エ ドマ層 形 成 の 図 5 オイヤコ◆スキーヤールのエドマ

ほ ぼ最 終 期 を示 す と思 われ る｡ 従 って､ エ ドマ 柱 状 図 と年 代 測 定

堆 積 開 始 は 4万年 以 前 で約 2.2万年 前 に は堆積 SedimentalPro丘leofEdomaat

は終 了 した とい え る. Oiyagoskii Yar
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3･ 4 ドバ ニ ヤ ー ル (コ リマ 川 下流)

コ リア JIl下 流 の 都 市

チェルスキーの 上 流 に 約 80km

遡 る と川 は ほ ぼ 西 に 向 か

っ て 流 れ る｡ 更 に 一 旦 北

- 大 き く蛇 行 す る地 点 が

ドハ+ニヤールで あ る｡ そ の 付

近 の 河 川 と露 頭 位 置 を 図

6に示 す｡ 図 中 Pointと し

て 矢 印 で 示 した 右 岸 に は

J_L l⊥'LllL Tt_ll'-'ナir-.:i-1=I3T-_.?_]l!.--.1.II.:lil.ーIIJ ll二 ,L～Y

S■¢ TEぐ＼ qi'.̀J ~.I.A'〈I≧ 空手と⊃{:. -暮一 一日- 5km - "2Lt?'童 聖 J軌 -_.

比 高 30m の 河 岸 段 丘 が発

達 し､ これ に 沿 っ て エ ドマ

図 6 ドバ ニ ヤ ー ル (コリマ川 ) 位 置 図

I･ccation MapofDuvaniYar,Kolyma River

層 が 露 出 して い る｡

露 頭 で の 観 察 に よ る と､ 露 出す る地 下氷 の

厚 さは約 28m で､ 露 頭 の 基 部 は融 解 した堆 積

物 で覆 われ ､ 不 整 合 関係 を見 る こ とは 出来 な

いo °it(m an ら (1982) に よ る と､ エ ドマ 構

成 す る平 坦 面 か ら約 32m下 位 に､ 湖 成 堆 積

起 源 の 粘 土 層 が 存 在 す る｡ 今 回 の 調 査 で も こ

れ に相 当す る褐 色 粘 土 層 の 存 在 を確 認 した｡

北 極 海 沿 岸 の エ ドマ 層 との 対 比 を考 えれ ば､

これ が､ 間 氷 期 相 当層 (M血 血o) に あ た る

可 能 性 が あ る｡ エ ドマ 層 の 堆 積 物 は全 体 に

褐 色 で 有 機 質 に 富 ん で い る｡ しか し､ 最 下 層

を除 い て､ 明 瞭 な 泥 炭 層 は発 達 して い な い｡

そ こで､ 堆 積 物 中 で 特 に有 機 質 な 部 分 を選 択

し､ 土 壌 試 料 を採 取 した｡ そ れ らが 上 位 の IC

18,中位 の IC19で あ る0 4m深 で の IC18は 33､

480± 260yBPで あ り､ 他 の 地 点 に比 べ て上 位

な が ら年 代 が 古 いo 約 14m深 で は年 代 測 定 限

界 を超 え て い る｡ 従 っ て ドハ中二ヤールで は エ ドマ 芋 7

の 形 成 終 止 期 が､ や や 早 い 可 能 性 が あ る｡

ドハ寸ニヤールで は､ β線 測 定 に よ る従 来 の方 法 - 24

図 7 ドハ･ニヤールの エ ドマ 柱 状 図 → 26

Sedime･ntalRoGleofEdomaatDuvamyar,KolymaRiver 28

30

-183-

+ IC18

(33,480±260y.B.P.)

Legend

E∃ siJt

濁■ peat

+-IC19
(>39,570y.臥P.)

一トIC20
(>36,110y.B.P.)



エ ドマ 最 下 層 で の 年 代 測 定 が 得 られ て い る｡ (Gi仕eman etal1982)｡ そ れ に

よ る と 36､900± 500yBPβ7,600±1100yBP (MGU-478) とな っ て お り､ 炭 素 年 代

測 定 の 限 界 に 近 い｡ ま た 花 粉 分 析 結 果 は､ エ ドマ 層 の 中位 に 明 らか に樹 木 花

粉 の 増 加 す るの が 2層 報 告 され､ 寒 冷 な環 境 指 標 の な か に 温 暖 期 が あ っ た こ

と を示 唆 して い る｡

3 .5 エ ドマ 層 を浸 食 した ア ラ ス の年 代

エ ドマ 層 は 後 氷 期 以 降 の

地 球 温 暖 化 傾 向 の も とで は 不

安 定 とな っ た｡ 融 解 が進 行 す

る と､ 凍 土 中 の 巨 大 な 氷 が 融

解 流 出 す る た め､ 地 盤 の沈 下

が発 生 す る｡ こ の 融 解 陥 没 地

形 を ア ラ ス (Alas) と呼 ぶ ｡今

回 の 調 査 地 域 で は い ず れ もそ

の 周 辺 に ア ラ ス 地 形 が 発 達 し､

エ ドマ の 融 解 が 進 行 しつ つ あ

る｡エ ドマ の 融 解 の 開 始 時 期 を

推 定 す るた め に､ ア ラ ス の 基

底 に堆 積 した 泥 炭 あ るい は 木

片 につ い て も年 代 測 定 を行 っ た｡

そ の 結 果 を 図 8に 示 す｡ ま ず､

ドハ11ニヤールで は､ エ ドマ 層 を構

成 す る平 坦 面 に約 2mの 厚 さ

を持 つ 灰 褐 色 シルトか らな る｡ す

な わ ち 地 形 的 に は エ ドマ が 大

規 模 に 融 解 沈 下 した ア ラ ス で

は な く､ エ ドマ 上 部 が 部 分 融

解 して そ の 後 に堆 積 した 有 機

層 で あ る｡ コ リマ 川 で は後 氷

期 の植 生 の 回 復 が 早 く､ 樹 木

が既 に 地 表 を覆 っ て い た｡ Aト1

m DuvaniYar BigLhyavosky Is･

Activelayer
Active一ayer

AIas
depostts

･[:コ 2⊂コ 3⊂コ 4[=コ

5[司 6E≡】7[亘]
図 8 エ ドマ 融 解 層 の 堆 積 柱 状 図

1:シルト2:粘 土 3:泥 炭 4:氷 (エドマ) 5:木 片

6:不 整 合 面 7:年 代 測 定 試 料 採 取 点

SedimentalProfi1esofthawedEdomaDepsit

l:S加2:clay3:Peat4:Edoma(Icecomplex)5:W00d

6:Unconformity7:Sam plingPointfわrDating

(埋 没 木 片 ) サンプ ○ ル年 代 は 4､200± 80yBPで あ

り､ この 時 期 に は す で に エ ドマ 融 解 が進 行 して いた こ とが 分 か る｡ Gitemanら

も 同様 の測 定 を行 い､ エ ドマ 融 解 層 の 年 代 を3､955± 80yBP(MGU-161) と して

得 て お り､ 今 回 の 結 果 とほ ぼ 一 致 す る｡ 次 に 大 リヤホブスキー 島 の場 合 に は､ エ ド

マ の 融 解 で､ エ ドマ 原 面 か ら10数 m沈 下 した ア ラ ス の 基 底 堆 積 物 で あ る｡ ア

ラ ス の 規 模 を反 映 して 融 解 後 の有 機 堆 積 層 は厚 い｡ そ の 上位 (Al-3)とエ ドマ
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との境 界 付 近 (Al-2) に つ い て､ 各 々 1350±350yBP,8,750± 100yBPの 値 が 得 ら

れ た｡ 少 な く と も約 8､000年 前 に は この 地 域 で はエ ドマ 層 の 融解 が活 発 に

な っ て い た こ とが 示 唆 され る. Kap血a&hzhkin(1984)は ヤ ナ川 河 口で採 取 した ほ

ぼ 同層 準 の試 料 で､ 11､500±210 (MAGl137)の年 代 を得 て い る｡ ま た かれ

らは広 範 な エ ドマ 分布 域 で､ エ ドマ 融 解 堆 積 物 の年 代 測 定 を比 較 し､ 融 解 の

開 始 期 を約 1万 年 前 と推 定 して い る｡ 我 々 の結 果 も これ に ほ ぼ 一 致 して い る｡

4 考 察 とま とめ

本 報 告 及 び 前 回 報 告 した 分 をま とめ て､ シベ リア永 久 凍 土 地 域 で採 取 及 び

年 代 測 定 され た 結 果 を表 1に示 す｡ シベ リア で の氷 期 一間 氷 期 の 気 候 変 動

に強 い 影 響 を受 け て､ 他 の 永 久 凍 土 地 域 に は見 られ な い ユ ニ ー ク な エ ドマ 層

に は､ 過 去 の気 候 変 動 の記 録 が多 数 残 され て い る｡ ま た､ な ぜ 東 シベ リア の
Illllllllllllllllllllllllllllllllllllll.lllllllllllllll- 1.llllllllllllllll■lll■■lllllllll■lll■■l■lllll■
サンプル番号 地点 材料 年代 コード番号

IC1 7'コフスト半島

IC2 ブコ7スト半島

IC3 7◆コ7スト半島

IC4 7+コ7スト半島

IC5 7■コフスト半島

lC5 7+コフスト半島

工CZ 7.コフスト半島

上C8 7Jコ7スト半島

1C2 ホ.ルショイリャホスト島

正二は ホ.ルショイリャホスト島

皿 1 ホ■ルショイリャホスト島

にユZ ホ11ルショイリャホスト島

止ユ3 ホ寸ルショイリャホスト島

LC14 ホ+Jけヨイリャホスト島

lCは オイヤコナストトル

止ユ畠 オイヤコ1tストヤール

iCll オイヤコ1.ストトル

iCIB ドゥハ1'二-トル

1C12 ドゥ八やニートル

IC2g ドゥ八やニートル

Ml フ■コフスト半島

Sl フ■コ7スト半島

Kl カラハリ島

ALl ドゥ八tLニートル

AL2 ホサルショイリャホスト島

Au ホ■ルショイ))†ホスト島

有

有
l一
--

;''･'7
.24･二

三

㌦

.
';
'二

二

∵

…

∵

∴

∵

㍉

;..:.;

二

∵

.∴

‥

歯

ll,090±270

1,200±260

25,740±1100

80±240

32,850±1030

28,300±370

24,880±400

21,430±160

7,370±820

28,710±400

30,980±350

34,210±1850

m TA-2231

NUTA-2232

NtJTA-2234

NUTAl2236

NUTAl2237

m TA-2839

rmTA-2795

NUTA-2796

NUTA-2840

NtJTAl3532

NUTA-2841

NUTA-2797

>39,650 NUTA-2842

>42,240 NtJTA-2798

22,940±390 NUTA-3521

>41,770 NUTA-3522

>40,200 NUTA-3542

33,480±260 NUTA-3610

>39,570 NUTA-3611

>36,110 NUTA13531

34,250±820 NUTA-2669

9,030±220 NUTA-2235

890士170 NUTA-2239

4,200士80 NUTA-3546

1,350±350 NUTA13596

8,750±100 NUTA-3547

表 1 シベ リア永 久 凍 土地 域 か ら得 た H c 年 代 測 定 結 果

Resulsof14cDatingObtainedfromSiberanPermfrostAreas
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しか も大 河 川 下 流 域 と北 極 海 沿岸 に の み 形 成 され た か｡ これ は､ 最 終 氷 期 の
●●

特 異 な 気 候 変 動 の 反 映 とい え-る｡ 本 研 究 報 告 で は､ ま ず エ ドマ 層 の 形 成 時 期

に つ い て の 第 1次 情 報 と して､ 微 量 な試料 で の測 定 可 能 な タ ンデ ム型 加 速 器

に よ る年 代 測 定 結 果 を ま とめ た｡ 環 境 変 動 の 指標 とな る氷 の 同位 体 分 析 結 果

や 花 粉 分 析 ､ 含 有 メ タ ンガ ス 濃 度 分 析 結 果 と併 せ て､ 総 合 的 に今 後 検 討 を加

え て い く必 要 が あ る｡ 従 来 欠 け て い た 年 代 測 定結 果 を､ 今 回 新 た に つ け加 え

る こ とで､ 氷 期 以 降 の シベ リア の 環 境 変 動 が よ り詳 細 に復 元 出 来 る と期 待 さ

れ る｡ こ こで は､ エ ドマ の 形 成 が 4万年 前 以 前 に開 始 し､ 東 側 で は 3万 年 ､

西 の レナ 川 デ ル タ で 2万 2千 年 前 に は終 了 した こ と､ エ ドマ の融 解 が 1万 年

前 か ら活 発 とな っ た こ とを と りあ えず の結 論 とす る｡
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In1994stm erseason,theintensivefieldsurveywasconductedinthefar

north-eastemSiberianPermafrostareaalongArcticcoast,aimingtoreconstruct

palaeo-environmentduringlastGlacialperiod. Therewidelyexitsthelarge

scalegroundice,termedasIceComplexorEdoma,inthepemakost. TheIce

Complex containsprofoundrecordsofpastclimaticchangewith palaeo-

temperature,pollenandgascompositionofairbubblein it.Theseevidences

indicateIceComplexdevelopedunderveryum queenvironments.Howeverwe

hadfewtimerecordsderivedfromdirectlyIceComplex.Inthesedimentpartsof

IcelComplex,organiclayersofpeatorothertypesaltematelydeposited.

Usingorganicsediments,radiocarbondatingofsedimentswereattemptedatthe

Dat]LngandMaterialResearchCenter,NagoyaUmiV. Thedatingresultsof

samplesobtainedfromfourlocationssuggestthatmajorPartsOflceComplex

deposited in earlierthan 40,000yBP,andteminateditysdeposition after

22,OOOyBP. TheperiodofsedimentationisdenotedasKarginskyInterstadial

Period. AfterbeginningofHolocene,underglobalwam gtrendIce

Complexoccursto血aw inlargescale. OnceIceComplextendsto血aw,

thermo-karstdepression,locally named asAlas,developswith orgmi c

sedimentationinthedepression. Theradiocarbondatingresultsoforganic

sedimentsfromAlasindicatedthatthawingofIceComplexstartedat10,000yBP
orlater.
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